
こどもエコクラブについて 

平成 7年度から環境省事業としてスタートし、平成 23年度からは

日本環境協会の活動として実施しており、これまでに約 310万人

の子どもたちが参加しています。2024年度も全国で約 10万人の

子どもたちが、企業・団体・地方公共団体のサポートを受けなが

ら、地域に根ざした活動を続けています。（後援：環境省） 

こどもエコクラブの活動 

子どもたちの興味関心に応じた様々な環境学習・環境活動が全国各地で実践されています。SDGs に関連づけられるも

のも数多く、SDGsアイコンを付与したクラブの活発な活動レポートをウェブサイトに毎日アップしています。 

 

クラブの活動例 

    

    

活動を通して子どもたちが成長 

こどもエコクラブの特長は、1 回限りの活動ではなく継続・反復することです。しかし単に同じことを繰り返しているわけで

はありません。活動から学んだことを次に活かし、クラブとしてステップアップしています。その過程を通じ子どもたちは自

ら考え、学び、仲間と対話し、行動する力を身につけ、持続可能な社会づくりを中心となって担う人材に育っています。 
 

活動のステップアップ例 成長のポイント 身についた力 

MIYASHIROエコ☆スターズ（埼玉県宮代町） 活動年数：15年 

 

 
主体性 

積極性 

責任感 

リーダーシップ 

行動力 

こどもエコクラブくしろ（北海道釧路市）活動年数：29年  
思考力 

分析力 

表現力 

他者の尊重 

生物多様性への理

解 

 

 

 

 

 
 

 

 

（メンバーアンケートより） 

地域の小中学生メンバーが、定期的なご

み拾い、地元食材を活用した調理教室な

どを実施。 

⇒町を巻き込んだイベントの企画・運営、

そのための資金調達まで自分たちで行うよ

うになりました。 

動植物の観察調査を継続実施。外

来種の調査防除や自然再生にも取

り組む。 

⇒継続的な活動が評価を受けてシン

ポジウムにパネリストとして招待され

、大人たちに交じって堂々と発表・討

議を行いました。 

活動の企画・運営は中学生

のリーダーを中心に全てメン

バーが行います。 

小学生はリーダーのがんばる

姿を見て自覚が芽生え、次の

リーダーとして育っていく循環

ができあがっています。 

長年にわたって実施した調査

結果をメンバー内で引き継ぎ

ながら取りまとめています。子

どもたちはそれらのデータを

基に、何が問題か、何をなす

べきかを、自分の言葉で表現

するようになりました。 

地球温暖化防止に関するワークショ

ップを実施。国際的な交渉を素材に

した朗読劇をつくり、上演することで

理解を深めた。自分たちにできるこ

とについても話し合った。 

環境ラベルの一つであるエコマーク

について学び、身の回りのどんなも

のについているのかを調べた。周り

の人にも呼びかけ、環境に配慮した

消費活動に関心を深めた。 

小中高校生で地域の川を守り育てる

活動の継続。週に 1 度は川に入り魚

や水生生物をとってモニタリング。外

来魚は、命を無駄にしないように調

理したり肥料にしたりしている。 

地域の名勝地の「ハス再生プロジェ

クト」を企画。行政や地域団体に呼

びかけてハスの植え付けを実施、公

共施設でのハス種配布など地域全

体の保全活動として展開している。 

https://www.j-ecoclub.jp/files/page/docs/Member_questionnaire2023.pdf


こどもエコクラブがめざすもの 

こどもエコクラブ事業は、子どもたちの育成だけでなく、全国各地にいる多くのクラブが企業や自治体との連携・協働のス

テークホルダーとなることをめざしています。 

 全国事務局では、地域事務局として登録している自治体、事業を支援する企業・団体とともに、子どもたちの主体性や

自主性を尊重しながら、それぞれのステージに応じた個々のクラブへのサポートなどを行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 SDGsの取組として、地域のこどもエコクラブを共に一緒にサポートしていきましょう！ 

「こどもエコクラブ」事業へのご支援は、企業団体における CSR 活動や SDGs の取組の一環になります。また、「環境を

大切に思う心」と「問題解決のために自ら考え行動する力」を持つ将来世代の人材の育成にもつながります。 

ぜひ私たちと共に、未来を担う子どもたちを育て、持続可能な社会作りを目指していきましょう。 

 

【こどもエコクラブを活用した具体的な取り組み事例】 

・企業団体が行っている環境への取組を、環境に関心を持つ子どもと周囲の大人たちにアピールすることができる。 

・環境に関するコンクール等をこどもエコクラブにも告知することで、参加増が図れる。 

・企業団体の関心のある環境活動や環境プログラムを、地域のクラブと共に実施することができる。 

・クラブの活動を支援、またはクラブと協働することで、企業団体の SDGsの取組の充実を図れる。 

 

 

たくさんの企業団体の皆さまと手をたずさえて、全国各地の環境保全を担う次世代の子どもたちの

育成を共に行っていければ幸いです。何卒よろしくお願いいたします。 

＜公益財団法人日本環境協会 こどもエコクラブ全国事務局＞ 

エコ絵画コンクールの告知 クラブの活動を表彰 クラブとの協働企画活動 地域クラブの活動に社員参加 


